
新聞令和 5 年 12 月 27 日月刊誌

発行者 中山 眞矢

第 8 号（最終号）

12
月
13
日
（
水
）
京
成
百
貨
店
９
階

世
田
谷
に
於
い
て
水
戸
西
ロ
ー

タ
リ
ー
米
を
つ
く
り
隊
総
会
（
隊

員
32
名 

出
席
者
14
名
、
委
任
状

17
名
、
そ
の
他
１
名
）
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
議
事
で
は

①
会
計
報
告
及
び
残
金
処
理
に

　

つ
い
て

②
次
年
度
に
つ
い
て

③
そ
の
他

以
上
３
項
目
に
つ
い
て
協
議
（
決

議
事
項
は
別
欄
参
照
）
し
た
後
、

打
ち
上
げ
と
な
り
ま
し
た
。

お
疲
れ
さ
ま

で
し
た！！

��
��
総
会

開
催

金額
残高

収入

支出

残高
（繰越金）

���,���

���,���

��,���

決
算

／
��
��

支出
内訳 金額

米袋代 ��,���
収穫祭備品 ���,���

大森隊員慰労金 ��,���

野立て看板取付費 ��,���
肥料・燃料費・資材等 ���,���

収入
内訳 金額

銀行利息 �

入隊費 ���,���

BBQ 会費 ��,���

総会決議事項

米隊は次年度も同好会で存続する。1.

残金は繰越しとする。2.

田口代表及び中山眞矢総務の
役割は今年 12月末日までを
任期とする。（次年度役員改選）

3.

次年度の米隊募集は
一律 10,000 円の入隊費とする。

4.

次年度、当同好会の支援金を
クラブに申し入れする。

5.

大森隊員への慰労金を本年度は
50,000 円とし残金より支払う。

6.

次年度は保険加入。7.

12
月
17
日
（
日
）
桜
川
市
民
セ
ン
タ
ー
に
於

い
て
水
戸
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
地
区
補

助
金
事
業
「
第
２
回
子
ど
も
フ
ー
ド
パ
ン

ト
リ
ー
水
戸
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
の
贈
呈
式
で
は

水
戸
西
ロ
ー
タ
リ
ー
米
を
つ
く
り
隊
田
口

と
し
子
代
表
よ
り
「
水
戸
西
ロ
ー
タ
リ
ー

米
を
つ
く
り
隊
は
水
戸
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
会
員
の
有
志
32
名
に
よ
り
結
成
さ
れ

た
奉
仕
同
好
会
で
す
。
全
て
を
自
己
負
担

に
よ
り
お
米
と
お
芋
を
育
て
ま
し
た
。

こ
の
収
穫
さ
れ
ま
し
た
お
米

300
㎏
と
お
芋

100
袋
を
是
非
、
子
ど
も
フ
ー
ド
パ
ン
ト

リ
ー
水
戸
事
業
に
お
使
い
頂
き
、
い
ろ
い

ろ
な
事
情
を
も
つ
ご
家
庭
の
食
卓
に
笑
顔

を
届
け
ら
れ
る
こ
と
を
隊
員
一
同
願
っ
て

お
り
ま
す
。
」
と
挨
拶
並
び
に
目
録
が
水
戸

西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
小
柴
庄
市
会
長
に

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

これをもちまして

水戸西ロータリー米新聞（2023版）の

発行は終了となります。

中山眞矢

袋詰め作業
お米とさつまいも

��
��

祝
木

LINE
より抜粋

��/��

今晩は。本日、子どもフ－ドパントリー水戸へお米���袋お芋���袋
の贈呈が無事行われました。
これも隊員の皆様のご協力と大森助さん、中山格さんお二人の裏方
のたゆまぬ努力のおかげと思い心より感謝を申し上げます。今日は
大変ご立派な目録を水戸西ロータリ－クラブ会長さんへお渡しする
ことが水戸西ロータリ－米をつくり隊代表の最後のミッションでございました。
ご協力ありがとうございました。そして隊員の皆様、おつかれさまでした【by 田口】

田口代表ご指導の下、隊員の皆様方に支えられながら日々楽しく活動できた事が私
自身一生涯の財産となりました。
田口代表、本当にありがとうございました。そして本日の最終ミッションお疲れ様で
ございました。この１年、中山隊員の粋な計らいや的確な御判断・御対応に感激致
しました。個人的に中山隊員より多くの事を学ばせていただきました。そして今回の
プロジェクトを成功に導いて下さいました発起人であらせられます松崎隊員に、心
から感謝申し上げます。今期田口代表から頂戴した沢山の差し入れ品並びに、水戸
西米(新米)７袋は僕が責任を持って事務所内において保管させていただきます。ご
了承下さいますよう宜しくお願い致します。【by 大森】

最後までお付き合い

いただきありがとう

ございました。


